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歳未満人口は 1980年以後，15～
64歳人口は 1995年を過ぎてすで
に縮小が始まっているが，65歳
以上人口は 2015年現在，依然増
加を続けている．人口減少の要因
は，出生数の減少，死亡数の増
加，国際人口移動における入国超
過の縮減あるいは出国超過の増加
である．その中で，国際人口移動
はその規模が小さいので，出生と
死亡の動向によってほぼ人口の動
向が決定される．しかし，男女年齢別死亡率は戦後継続的に低下し，平均寿命は
延び続けているので，理論的に考えると日本の人口減少は，人口置換水準以下の
低出生率による出生数の減少が根本の要因である．ただし，最近起きている実際
の人口減少をみると，高齢者の死亡数増加の効果が大きいことは興味深い．2010
年から 2015年までの出生数減少と死亡数増加を比較すると，死亡数増加の人口
減少に及ぼす効果の方が大きいという結果になっている．この死亡数の増加は近
年の急激な人口の高齢化を反映している．つまり総人口の中でも元来死亡率の高
い高齢者が増加しているからである．総人口に占める 65歳以上の高齢者割合は
2000年には 17.4％であったが，2015年には 26.6％に増加している．また 2015年
の総死亡数のうち 65歳以上人口の死亡数の比率は 89％である．さらに，図 2の
2015年人口ピラミッドによって明らかなように，日本は第二次世界大戦中から戦

現代日本の人口減少
population decline in contemporary Japan

　日本は長く続いた人口増加から 2005年に減少に転じた．その後 2010年まで小
幅な上下動を繰り返したが，2011年以後は減少の一途を辿っている．国勢調査
によれば，日本人口は 1970年に 1億人を超え 1億 372万人となった．2000年には
1億 2692万 6000人に増加し，2010年に 1億 2805万 7000人とピークに達した．
しかし，2015年には 1億 2709万 5000人と 96万 2000人縮減している．減少は
その後も続き，国立社会保障・人口問題研究所の将来推計によれば，21世紀の
半ばには 1億人を下回る予想である．現在の人口減少は 1970年代半ばに始まっ
た少子化に由来する．1950年代の半ばまでに多産多死から少産少死の人口転換
を終えた後，1970年代前半までの約 20年間，合計特殊出生率（女性の年齢別出
生率の合計値で，1人の女性が一生の間に産む平均の子ども数）は人口置換水準，
すなわち人口が世代を越えて維持されるために必要な値の 2.1周辺で安定した時
期が続いた．しかし，そこで終りではなく，1974年に出生率は再び低下を始める．
それは来るべき人口減少の予兆でもあった．日本は 1970年代半ばからポスト人
口転換期に入ったといえよう．そして 1990年代に起きたバブル崩壊後，出生率
はさらに低下し 2005年には 1.26までになり，以後わずかに回復したが 1.5以上
になることはなかった．バブル崩壊後は経済が低迷し「失われた 20年」として
現在まで続くが，それはおおむねこれまでの出生率 1.5未満の超少子時代と重な
る．ポスト人口転換期の新しい人口レジームを説明するものとして，ヴァン・
デ・カー（D. J. van de Kaa）とレスタギ（R. Lesthaeghe）の第二の人口転換
second demographic transitionの考え方は有力である．彼らの描く「第二の人口
転換」は主として結婚・出生に関するもので，特に脱工業・脱物質主義社会にお
ける個人の価値観の変化を強調し，晩婚，非婚，同棲，離婚などの増加とともに
人口置換水準以下の低出生率の恒久的持続を説き，含蓄に富む．ただし，この第
二の人口転換論は日本には適合しないところもあり，またこの理論は，置換水準
以下の出生率の持続によって，十分な移民を受け入れない限り当然起こる人口減
少社会の見取り図を示していない．
●人口減少における出生・死亡と年齢構造の影響　図 1は日本人口の総数および
人口 3区分の 15歳未満，15～64歳，65歳以上人口の 1884年から 2060年までの
推移を表す．2015年より後は将来推計である．日本人口の増加率は戦後すぐの
ベビーブーム期には 2％を超えていたが，その後 1975～76年までは大体 1％以上
を保っていた．しかし以後 1％を下回り，減少が続く．総人口は 2010年を過ぎ
て減少を始めるが，減少がすべての年齢グループで起きているわけではない．15

「人口高齢化」 p. 64「出生力転
換をめぐる理論」 p. 124「戦後の
出生率低下」 p. 128
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図 1　総人口および年齢 3区分別人口の趨勢：1884-2060年
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図 2　日本人口ピラミッド（日本，2015年）
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いることが指摘されている．水島は第 1～3回の生命表に対して生命表の改訂を
行っている（水島 1963）．その研究によれば第 1回生命表の平均寿命が男性 42.8
年，女性 44.3年とされていたのに対し，改作生命表では 35.29年，36.86年と推
定されている．国勢調査が開始されて以降の第 4回生命表の平均寿命は，1921～
25年の男性 42.06年，女性 43.20年を示し，それ以前の水島改作生命表の寿命水
準に近いことが明らかにされている．戦前期には乳幼児死亡率が低下し始め，
徐々に平均寿命は改善していった．戦後の 1947年に作成された第 8回生命表に
よると平均寿命は男性 50.06年，女性 53.96年であった．その後の厚生労働省が
作成した生命表によれば，寿命改善は著しく，男女の平均寿命は 1950年頃に相
次いで 60年を超え，1960年に女性の平均寿命は 70年に達し，遅れて 1971年に
男性の寿命も 70年を超えた．そして，1984年に女性の平均寿命は 80.18年に，
男性の平均寿命も 2013年に 80.21年に達し，男女とも人生 80年時代を迎えた
（図 1）．
●生命表の作成方法　生命表の作成方法には，作成の元になるデータの違いから
「完全生命表」（completed life table）と「簡易生命表」（abridged life table）の 2
種類がある．前者の生命表は，国勢調査の実施年について作成されるもので，生

寿命の性差
sex differentials in life expectancy

動物の個体には，その誕生から死亡までの間に生存期間があり，無限に生存す
ることはできない．その生存期間は有限で，またこの生存期間には個体差がある．
この生存期間を寿命（longevityあるいは life span）と呼び，個体の集団について，
観察した寿命を出生時の平均寿命（life expectancy at birth）という．
一般に，寿命の限界を考察する場合には，生態学的寿命と生理学的寿命を区別
して考える必要がある．生理学的寿命とは，動物個体の生存が飢えや事故などの
環境から脅威にさらされない場合の寿命である．一方，生態学的寿命とは，現実
の自然界での生息場所で周囲の環境と相互交渉をもちながら生存している場合の
寿命である．
現実的にはすべての動物は環境との相互交渉をもっていることから，寿命とは

生態学的寿命を意味することになる．人類の場合は，特に先進国において，近年，
生態学的寿命が生理学的寿命に近づいているとみることもできる．
●寿命の計測　人口集団の寿命水準を計測するには，観察しようとする期間の年
齢別人口と年齢別死亡数を用いて，出生から各年齢の間の死亡確率を求め，出生
数 10万（これを生命表の基数という）が年齢の上昇とともに減少する過程を表
形式で示した生命表（life table）を用いる．生命表は，いくつかの生命表関数に
よって構成される．それらには生存数（lx），死亡確率（nqx），死亡数（ndx），定常
人口（nLx），平均余命（ x）などがあり，それらの関数は数理人口学的に連関し
ている．年齢別平均余命のうち，0歳時の平均余命（ 0）を人口集団全体の平均寿
命（life expectancy at birth）と呼び，その社会の寿命水準を表す指標として用い
られる．　
●生命表の歴史　近代的な生命表理論に基づく生命表は，生物統計学の創始者と
して知られるグラント（J. Graunt）が 17世紀のロンドンについて作成したもの
に始まるとされる．1693年にハレー（E. Halley）がドイツ（現ポーランド）の
ブレスラウの死亡記録に基づいて，死亡年齢の統計的解析を行った（Halley 
1693）．この研究は保険数理学の発展に貢献し，人口統計学の歴史における重要
な出来事とみなされている．
日本における最初の生命表は，1888年に藤澤利喜太郎が学術誌に掲載した生
命表に始まるとされる．その後 1912年に内閣統計局が第 1回生命表（観察期間
1891～98年）と第 2回生命表（同 1899～1903年）ならびに第 3回生命表（1903
～13年）を公表している（山口ほか編著 1995）．しかし第 3回までの生命表は，
国勢調査以前の基礎人口に人口の漏れが多くあり，平均寿命が高めに推計されて

「平均寿命と生命表」p.454「寿
命の将来」p.98「寿命の国際比
較」p.94「寿命の歴史的伸長と
疫学的転換」p.86「長寿化の帰
結」p.102
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図 1　平均寿命と寿命の男女差の年次推移
［厚生労働省統計情報部『完全生命表』および『簡易生命表』による］
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